
①【地域活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相互台地区コラボ活動 

推進本部事務局 

名取市相互台公民館 

TEL３８６－２０１９ 

FAX３８６－３８７５ 
令和８年４月１日発行 コラボ 

ちゃん♪ 
 

令和７年度も、各種団体・公民館講座受講生・PTA・地域協力者等、多くの方々のご協力をいた

だき、子どもたちはたくさんの体験活動を行う事が出来ました。感謝申し上げます。活動の様子な

どが、名取市社会福祉協議会発行情報誌「なとたん」第８号へ掲載されました。（公民館窓口へ置

かれております）ぜひご覧下さい。令和８年度も、４本柱(下記①～⓸)を軸に活動していきたいと

考えております。今後とも地域の皆様には、ご支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 
 
 
 

☆公民館まつり☆ 
総合司会やすずめ踊りを発表、
ロビーには相互台地区青少年
健全育成会の方々と制作した
干支凧を展示。正面玄関には、
PR ポスターで地域の方々をお
迎えしてくれました。 
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☆環境美化活動 
プレート制作☆ 

綺麗な団地になって欲
しい！という気持ちを
こめ「ワンちゃんのフン
持ち帰って」プレートを
制作から設置まで頑張
りました！ 《考えながら制作》 《炎天下での設置》 

≪ポスター≫ 
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のべ６３名、ジュニアボラ
ンティアに申し込んでくれ
た皆さん、事前準備や放課
後の時間を使って踊りの練
習など、一生懸命取り組み
ました！ 

≪地域の方から苗植え学習≫ ≪草取りもしっかり≫ 

相互台地区環境衛生組合、各

自治会の環境衛生ご担当者

の皆様にも、猛暑の中子ども

達のサポートを行って頂き

ながら、たくさんのプレート

を設置する事が出来ました。 

家族であるワンちゃんのフ

ンは必ず持ち帰りましょう。 



⓸【学校支援活動】 

③【家庭教育支援活動】 

 相互台全域へ、防火・防犯の呼びかけを
行うと共に、災害はもちろん、不審者な
どに遭遇した際など、いざという時どの
ような行動を取り自身の身を守るか！も
学習。 
相互台地区には３５軒の「子ども110番
の家」が登録されていることから 
⓵何かあったらすぐに逃げ込むこと！ 
⓶子ども110番の家登録宅を覚えて 
おくこと！ 

などを意識しながら活動を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②【放課後子どもの居場所作り】 

戸締り用心！火の用心！ 
マッチ一本火事のもと！ 

呼びかけを行いながら110 番
の家をしっかり覚えて下さい。 

 PTA 文化教養委員会主催「我が家のル
ール～メディアの上手な使い方」をテー
マにグループワークを行いました。 
今や、生活に欠かせない多くのメディア
機器。小中高生のインターネット平均利
用時間が５時間半となった今、成長期の
子どもにとって視力低下や脳への影響
なども危惧されております。使い方につ
いての悩みを共有し、それぞれの家庭で
のルールづくり方法などについて、親同
士の作戦会議！気分で学習致しました。 
 

【１・2年生】芋掘り補助・焼き芋会火おこし 【４年生】宮農生から学ぶ大根種まき・収穫 

【５年生】かかし制作・稲刈り 運動会テント設置・撤去 【5・６年生】ミシン補助 
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年２回の耕運機！ 堆肥・腐葉土・化成肥料散布 

各自治会の防火・防犯・防災ご担当者の方、地域協力者やPTAそして消防団といった多くの方々と、
かかわり取り組んだ事によって、子ども達一人一人が「生きる力」を学ぶ活動が出来ました！ 
 

子育てには様々な悩みはつきものです。一人で悩みを抱えず些細な事でも言葉にし、皆で共有する事は
とても大切な事。親も心をリフレッシュし、ポジティブな子育てに繋がることを目的に活動しています。 

先ずは、子どもの立場になっ
てみましょう 

子どもの気持ちを受け止め 
親の思いをも伝える 

マルチシートかけ 


